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１年生と３年生の学習意識や生活意識は高く、市の平均を上回りました。一方、２年生は同じ観点で市の平均を下回りまし

た。しかし、２年生は英語の学習に対する意識が高く、学力も優れていることが分かりました。２年生の英語では、１年次か

ら少人数学習を取り入れ、会話の充実やきめ細かなフォローを行っており、それが成果につながったと考えられます。なお、

英語以外の学力は市の平均を下回る結果となりました。今後は、基礎・基本の定着を重視しつつ、生徒が「学びたい」と思

える授業展開を工夫していく必要があります。 

 



生活習慣と国語学力の関係 

Q1 朝ごはんを毎日食べていますか。 

 

Q2 一日にどのくらい学習をしますか（塾や家庭教師も含む）。 

 

 

Q3 一日にどのくらい、ゲーム機器、スマートフォン、タブレット、パソコンなどを使って、ゲームをしていますか。 

 

※学力層 ABCD は横浜市の当該学年の生徒全体を人数がほぼ等しくなるよう正答率で四分割したものです。A が最も高いことを示しています。 

上の３つのグラフは、生活習慣と国語学力との関係を示しています。それぞれの生活習慣と国語の学力には、一

定程度の相関があることが読み取れます。一方で、学力層 Dの生徒の学習時間が B・C層に比べて長いことも分

かりました。このことから、勉強の仕方が分からず、成果に結びついていない生徒が一定数いると考えられます。

この状況を改善するためには、学習時間の確保だけでなく、効果的な学習方法を身につけるための支援が必要で

す。 


